
1

金代女真の地域構造に関する考古学的研究
―ロシア沿海地方を中心として―

中　澤　寛　将
中央大学大学院文学研究科　博士課程

（現　青森県教育庁文化財保護課）

緒　　言
　唐滅亡後、北アジアに遼（契丹）・金（女真）・元（モン

ゴル）といった北方諸民族の国家が興亡する。本研究で

は、10 ～ 13 世紀の北東アジアの空間動態を解明する

ことを目的として、日本海対岸地域の中国東北地方（黒

龍江省・吉林省・遼寧省）・ロシア極東地域に勢力を持

ち、金を建国した「女真」の地域構造について検討を

行った（図１）。女真はツングース系の民族であり、粛慎・

靺鞨の系譜を引き、現代の満洲族につながる。1115 年

には生女真の完顔阿骨打によって金が建国される。その

後、金は 1125 年には遼、1127 年には北宋を滅ぼし、

1234 年にモンゴル・南宋連合軍によって滅ぼされるま

での約 120 年にわたって中原地域からロシア極東地域

までを版図とした。

　金代女真史については三上次男氏による一連の研究が

ある１）。最近では、ロシア・中国における発掘調査によっ

て資料蓄積が図られている２―６）ものの、平地城・山城

に比べると、村落や寺院については不明瞭な点が多い。

そこで本研究では、ロシア沿海地方南部に位置するウス

リースク市周辺を対象とし、金代女真の地方統治・社会

構造の実態について検討した。当該地域は、金建国にか

かわった耶懶完顔部の中心地とされ、金代には上京路恤

品路の治所が置かれた。また、1215 年に蒲鮮万奴によっ

て建国された東夏国〔1215 ～ 1233 年〕の首都・上京開

元府に比定されるクラスノヤロフスコエ城址が存在する

など、政治・行政上の中心地である。

調査・研究内容
　筆者は、2010 年度秋季にロシア沿海地方ウスリース

ク市周辺において現地踏査、2011 年冬季にロシア科学

アカデミー極東支部歴史学・考古学・民族学研究所にお

いて資料調査を行い、金・東夏代の女真の城郭・村落・

寺院遺跡の分布・立地、規模、空間利用、出土遺物につ

いて検討を行った７）。

　ウスリースク市は、清朝期に「双城子」と呼ばれた

地域であり、市内を綏芬河（ラズドリナヤ河）が流れる。

綏芬河は、中国黒龍江省東南部・吉林省東部に水源を持

ち、東寧市を経由してロシア領に入り、ウスリースク市

から南下してロシア沿海地方の首都・ウラジオストック

市の西側で日本海に注ぐ。中国名で綏芬河、ロシア名で

ラズドリナヤ河（Razdolnaya River）と呼ばれる。綏芬河

流域には、靺鞨・渤海（698 ～ 926 年）の山城や集落、

墓地をはじめとし、多数の女真遺跡も分布する。2010

年度調査では、ウスリースク市周辺の綏芬河中流域・支

流域には、クラスノヤロフスコエ城址、ユジノ・ウスリー

スク城址、ザパド・ウスリースク城址などの金・東夏代

女真の城郭遺跡のみならず、村落（集落）・寺院遺跡が存

在することを確認した。代表的な遺跡としては、ダボラ

ポーレ遺跡群、ザガラドナエ遺跡群、ウチョースナエ遺

跡群、ザラトイ・コーラス遺跡群などが挙げられる。以

下、今回踏査を実施した主な遺跡の概要について述べる

（図２、表１）。
図１　金代遺跡分布図（筆者作成）
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図２　ラズドリナヤ河（綏芬河）流域における女真遺跡の分布
  1 クラスノヤロフスコエ城址　  　 　2 ウチョースナエ 4 遺跡　　   3 ウチョースナエ 7 遺跡　　　4 ウチョースナエ 2 遺跡　　　　　5 ユジノ・ウスリースク城址
  6 ザパド・ウスリースク城址　　  　 7 ザガラドナエ 37 遺跡　　　 8 ザガラドナエ 15 遺跡　  　　9 ザガラドナエ 4 遺跡　 　　　　10 ザガラドナエ 14 遺跡　　
11 ダボラポーレ 1 遺跡　　          　 12 ダボラポーレ 14 遺跡　  　 13 ダボラポーレ 8 遺跡　 　　14 ダボラポーレ 10 遺跡　   　　　15 スヴォロフスキー・ラゲル遺跡
16 ザラトイ・コーラス 10 遺跡　  　17 ボリソフカ 24 遺跡　   　　18 クグキー 1 遺跡　　     　   19 スタロレチェンスコエ遺跡　　  20 ザレーチナエ城址
21 パクロフカ城址（明代）　          　22 コンスタンチノフカ城址

表１　ラズドリナヤ河（綏芬河）流域における女真遺跡

No. 遺　跡　名　　 所　在　地　　 性　格  　  
遺　物

備　考　　　　　　　
瓦 土器 陶磁器

1 　ユジノ・ウスリースク城址 ウスリースク地区 　平地城 ● ● ●
2 　クラスノヤロフスコエ城址 ウスリースク地区 　山城 ● ● ●
3 　ダボラポーレ 1 遺跡 ウスリースク地区 　集落・寺院？ ● ● ● 　渤海・女真
4 　ダボラポーレ 6 遺跡 ウスリースク地区 　集落 ● ● ―
5 　ダボラポーレ 7 遺跡 ウスリースク地区 　集落 ● ● ● 　耀州窯系青磁
6 　ダボラポーレ 8 遺跡 ウスリースク地区 　集落・寺院？ ● ● ● 　ヤンコフスキー、渤海・女真
7  　ダボラポーレ 10 遺跡 ウスリースク地区 　集落 ― ― ― 　詳細不明
8 　ダボラポーレ 13 遺跡 ウスリースク地区 　集落 ● ― ―
9 　ダボラポーレ 14 遺跡 ウスリースク地区 　集落 ● ● ― 　鴟尾

10 　ダボラポーレ 15 遺跡 ウスリースク地区 　集落 ● ● ● 　渤海・女真
11 　ダボラポーレ 16 遺跡 ウスリースク地区 　集落 ― ● ― 
12 　ザガラドナエ 4 遺跡 ウスリースク地区 　集落 ● ● ― 
13 　ザガラドナエ 5 遺跡 ウスリースク地区 　集落 ― ― ―
14 　ザガラドナエ 14 遺跡 ウスリースク地区 　集落 ● ● ―
15 　ザガラドナエ 37 遺跡 ウスリースク地区 　集落 ― ● ● 
16 　ウチョースナエ 2 遺跡 ウスリースク地区 　集落 ― ― ― 　台風により破壊
17 　ウチョースナエ 4 遺跡 ウスリースク地区 　集落 ― ● ● 
18 　ウチョースナエ 7 遺跡 ウスリースク地区 　集落 ― ― ―
19 　スヴォロフスキー・ラゲリ遺跡 ウスリースク地区 　集落 ● ● ―
20 　ザラトイ・コーラス 10 遺跡 ウスリースク地区 　集落 ― ● ―
21 　クグキー 1 遺跡 ウスリースク地区 　集落 ― ● ―
22 　オシノフカ 2 遺跡 ミハイロフカ地区 　集落 ― ● ● 
23 　オシノフカ 3 遺跡 ミハイロフカ地区 　集落 ― ● ● 
24  　クグキー 2 遺跡 ウスリースク地区 　集落 ― ― ― 　靺鞨集落（竪穴のくぼみあり）
25 　ボリソフカ 11 遺跡 ウスリースク地区 　墓地 ― ― ― 　靺鞨墓地
26 　ザレーチナエ 6 遺跡 パクロフカ地区 　集落 ― ― ―
27 　パクロフカ城址 パクロフカ地区 　平地城 ● ● ？ 　明代
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1. ダボラポーレ遺跡群
　本遺跡は、クラスノヤロフスコエ城址からは北西に 8

～ 12km、ザパド・ウスリースク城址の北西に位置する

平地遺跡である。綏芬河左岸の微高地に立地し、ダボラ

ポーレ 1 遺跡、ダボラポーレ 14 遺跡、ダボラポーレ 8

遺跡、ダボラポーレ 10 遺跡などの女真遺跡が知られる。

現在は大半の遺跡が畑地である。特に、ダボラポーレ 8

遺跡では、陶質土器（壺・甕類）のほか、大量の瓦を確

認できる。また、本遺跡では耀州窯系の青磁碗の破片も

出土している８）。

2. ザガラドナエ遺跡群
　綏芬河左岸の微高地に立地する平地遺跡である。クラ

スノヤロフスコエ城址の北西約 2 ～ 6km の地点に位置

する。女真遺跡としては、ザガラドナエ 37 遺跡、ザガ

ラドナエ 15 遺跡、ザガラドナエ 4 遺跡、ザガラドナエ

14 遺跡などが知られる。特に、ザガラドナエ 37 遺跡

では陶質土器（壺・甕類）や施釉陶器（黒釉陶器など）が

確認された。

3. スヴォロフスキー・ラゲリ遺跡
　綏芬河右岸に所在する丘陵地に立地し、クラスノヤロ

フスコエ城址の北西約 15km に位置する。本遺跡の北

西約 1km には、女真の平地遺跡とされるザラトイ・コー

ラス 10 遺跡が所在する。遺跡は軍関連施設内にあり、

大部分が破壊されている。今回の踏査では、平瓦を確認

した。

4. ウチョースナエ 4遺跡
　綏芬河右岸に立地する平地遺跡である。クラスノヤロ

フスコエ城址の南西約 1.5km に位置する。遺跡は綏芬

河によって破壊されつつある。2009 年に実施された発

掘調査では、炕付建物跡が検出されている。クロウノフ

カ文化、靺鞨・渤海、女真の遺物が確認されている。出

土遺物は陶質土器、定窯系白磁、北宋銭などがある。

調査成果・考察
1. 金代女真の村落・寺院遺跡の特徴
　1194 年に宋の徐夢莘（1126 ～ 1207 年）が完成させ

た『三朝北盟会編』巻３には、女真村落について「其俗

依二山谷一而居聯レ木為二柵屋一、高数尺。無レ瓦、覆下以二木

板一或以二樺皮一或以二草一綢繆之牆垣上蘺レ壁。率皆以二木門

一皆東向、環レ屋為二土床一、熾火其下相與寝食起居其上謂

之炕、以取二其煖一。奉レ佛尤レ謹。」と記されている。今

回の綏芬河中流域における女真遺跡の踏査では、丘陵地

や山間部の村落については不明瞭であったが、城郭周辺

の沖積地に城壁を伴わない女真遺跡が多数分布すること

を確認できた。また、ダボラポーレ 8 遺跡やスヴォロ

フスキー・ラゲリ遺跡のように、城郭遺跡以外にも瓦・磚・

鴟尾を伴う遺跡が存在することを確認した。このような

遺跡は、吉林省徳惠市攬頭窩堡遺跡や吉林省敦化市永勝

遺跡など中国東北地方でも確認されている。以下、今回

の調査で得られた女真の村落・寺院遺跡の特徴を列記す

る。

①女真村落・寺院は城郭とは異なり、城壁で囲郭されて

いない。

②女真村落は河川流域の平坦地（沖積地）に立地するもの、

丘陵（山上）の先端部に立地するものに大別できる。ク

ラスノヤロフスコエ城址やユジノ・ウスリースク城址、

ザパド・ウスリースク城址などの大型城郭遺跡の周辺に

多数の村落・寺院が分布する。特に、河川・陸上交通の

結節点に大規模村落が形成される。

③女真村落の規模は面積 10000 ～ 25000m2 のものが

多い。ダボラポーレ 1 遺跡のように 70000m2 を超える

遺跡もある。傾向として、女真の平地遺跡は、靺鞨・渤

海代よりも大規模化する。特に、ウスリースク市周辺で

は村落遺跡の分布密度が高く、規模も大きく、人口密度

の高さを示唆する。

④村落内部は、基本的に平面コの字状を呈した暖房施設

である炕を伴う平地式建物から構成される。陶質土器

（壺・甕・鉢が中心）に加え、施釉陶磁器を伴う遺跡もある。

また瓦・磚・鴟尾を伴う遺跡が大型城郭周辺に分布する。

⑤渤海からの伝統的な村落、新規村落に大別される。ウス

リースク市周辺では金代に村落数が増加する傾向がある。

⑥金代の仏教寺院と推定される遺跡が分布する綏芬河流

域では、アブリコソフスキー寺院、コピト寺院、ボリソ

フカ寺院、コルサコフ寺院などの渤海代の寺院も存在す

る。当該地域では渤海から連続する寺院は確認されてい

ないが、中国東北地方では渤海瓦当と遼・金代瓦当が出

土する寺院跡もある。

2. 金代女真の城郭・寺院・村落の相互関係
　女真遺跡の相互関係や窯業生産・流通システムを知る

手がかりになる資料として、平地遺跡出土の瓦が挙げら

れる。綏芬河中流域の女真遺跡（ダボラポーレ 8 遺跡、

ウチョースナエ 4 遺跡など）出土瓦のなかには、胎土・
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焼成が類似する個体も見られ、特定の窯場で生産された

瓦が一定の範囲内に供給されていた可能性がある。

　また、綏芬河流域と同様に女真遺跡が多数分布するこ

とが知られる日本海沿岸のパルチザンスク河流域に所在

するニコラエフカ 2 遺跡では、ニコラエフカ城址でも出

土している円形十字スタンプ文を持つ軒平瓦が確認され

た。これらの点は、建築材料の消費という点において城

郭と周辺の村落が密接に関わっていたことを示唆する。

　しかしながら、冒頭で述べたように、城郭遺跡に比べ

ると、村落や寺院遺跡の調査事例が少ないため、遺跡間

相互関係については不明瞭な点が多い。今後、さらなる

資料の蓄積を図る必要があると考えている。

要　　約
　本研究では、ロシア沿海地方において金代女真遺跡を

対象とし、遺跡の分布・立地・構造に関する基礎資料を

得るとともに、金代女真遺跡の特質と遺跡間相互関係に

ついて検討した。金・東夏代の女真に関する文献史料は

わずかなため、考古学的方法は女真社会の実態を理解す

る上で有効である。今回実施した金・東夏代の集落・寺

院・手工業生産遺跡に関する基礎的情報の収集は、女真

の社会構造を解明するための第一歩である。

　今後、さらなる資料蓄積を図るとともに、日本とも頻

繁に交流を行なった渤海〔698 ～ 926 年〕や金・東夏を

滅ぼしたモンゴル（元）の時期の集落・寺院などと比較検

討することによって、環日本海地域を含む北東アジアの

中世社会の特質を明らかにしたい。
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